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今後の窒素酸化物対策について（諮問）
大第９７９号

千葉県環境審議会 様

今後の窒素酸化物対策について（諮問）
二酸化窒素に係る県環境目標値を県内全域で達成するための施策を検討するにあた

り、今後の窒素酸化物対策の進め方について諮問します。

平成２２年１２月１０日
千葉県知事 鈴木 栄治

（諮問理由）
千葉県の大気汚染状況については、大気汚染防止法や環境の保全に関する協定等

による排出抑制により、概ね改善傾向にあり、一般環境大気測定局における二酸化窒
素については環境基準の達成が継続している。
しかしながら、東葛、葛南及び千葉地域においては、環境基準未達成の自動車排出ガ

ス測定局や、昭和５４年に県が独自に設定した「二酸化窒素に係る環境目標値」が未達
成の測定局が少なからず残されている。
そのため、一般環境における二酸化窒素に係る環境目標値の早期達成に向け、自動

車排出ガス対策を除く発生源対策について、現行の施策の効果等を検証し、今後の窒
素酸化物対策について検討する必要がある。
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大気環境常時測定局

大気環境常時測定局例

一般環境測定局

自動車排出ガス測定局

大気環境常時測定局
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大気環境常時測定局の概要
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本県の大気汚染項目別測定局数
(平成２１年度）

県，政令市（６），一般市（１１市）及び国で測定。

143計

2928-25294自排局

11411293411486一般局

局数
浮遊粒子
状物質

光化学オ
キシダント

一酸化
炭素

二酸化
窒素

二酸化
硫黄

区 分
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平成２１年度の大気汚染の状況（環境基準達成率）

11／2937.941.431.031.031.024.127.613.8二酸化窒素県環境目標値

28／2810010010096.496.410074.126.9浮遊粒子状物質

25／25100100100100100100100100一酸化炭素

28／2996.689.793.193.193.196.693.189.7二酸化窒素

4／4100100100100100100100100二酸化硫黄

環境基準

自動
車排
出

ガス
測定
局

－95.794.994.695.891.990.093.192.5光化学オキシダント* 時間達成率

103／11490.494.671.979.172.271.676.760.3二酸化窒素県環境目標値

112／11210010010093.910099.190.552.1浮遊粒子状物質

0／9300000000光化学オキシダント

4／4100100100100100100100100一酸化炭素

114／114100100100100100100100100二酸化窒素

86／86100100100100100100100100二酸化硫黄

環境基準一般
環境
大気
測定
局

21年
度

20年
度

19年
度

18年
度

17年
度

16年
度

15年
度

14年
度

平成21年度
**達成局数比

達 成 率 （％）

項 目環境基準等区分
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二酸化窒素に係る千葉県環境目標値

一日平均値が0.04 ppm以下県環境目標値

一日平均値が0.04～0.06 ppmまでの
ゾーン内又はそれ以下

環境基準

（環境庁告示第38号）

• 「二酸化窒素に係る環境基準」の改定が昭和53年に告示
• 新しい環境基準がゾーンで設定されたことに伴い，今後の窒素
酸化物に係る施策の目標とすべき環境目標値について，ゾーン
内(0.04～0.06 ppm)で検討する必要が生じた

• 学識経験者等から構成される委員会で検討した結果，環境目
標値については県民の健康保護の観点等から，0.04 ppmとす
ることが妥当であるという結論が得られた
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大気汚染物質濃度の経年変化（１）

二酸化硫黄（SO2)経年変化
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大気汚染物質濃度の経年変化（２）

二酸窒素（NO2)経年変化
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大気汚染物質濃度の経年変化（３）

一酸化炭素（CO)経年変化
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大気汚染物質濃度の経年変化（４）

光化学オキシダント（Oｘ：昼間)経年変化
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大気汚染物質濃度の経年変化（５）

浮遊粒子状物質（SPM)経年変化
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窒素酸化物
発 生 源

固定発生源

移動発生源

群小発生源

移 流

ボイラー、ガスタービン、ガラス溶融炉等

乗用車、ディーゼル車、船舶、航空機等

一般家庭の暖房，厨房等

近隣都道府県からの流入等

窒素酸化物の発生源
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これまでの窒素酸化物対策（１）

○国における窒素酸化物の規制

（１）大気汚染防止法

・ばい煙発生施設に係る排出基準

・自動車排出ガスに係る許容限度

（２）自動車ＮＯｘＰＭ法

・総量削減計画の策定
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これまでの窒素酸化物対策（２）

○千葉県における窒素酸化物に係る取組

（１）第１次ＮＯｘ対策総合調査事業（Ｓ５３から）

・県環境目標値の設定

・協定締結工場排出総量の再設定

・ガラス工場とＮＯｘに係る覚書を締結

・「千葉県窒素酸化物対策指導要綱」

の施行
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これまでの窒素酸化物対策（３）

○千葉県における窒素酸化物に係る取組

（２）第２次ＮＯｘ対策総合調査事業（Ｓ６１から）

・「千葉県発電ボイラー及びガスタービン等

窒素酸化物対策指導要綱」の施行

・窒素酸化物に係る冬期対策の実施
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これまでの窒素酸化物対策（４）

○千葉県における窒素酸化物に係る取組

（３）第３次ＮＯｘ対策総合調査事業（Ｈ８から）

・協定工場に対し，冬期における窒素酸化

物排出量の削減を指導

・「千葉県環境保全条例」を改正し，運送業

者等に環境管理計画書の提出を義務付け



18

窒素酸化物排出量の推移

２．県内主要工場（テレメータ接続工場）
からのＮＯｘ排出量の推移

ＮＯｘ排出量は，ほぼ横ばいで推移している。

１．自動車からのＮＯｘ排出量の推移

国，県の対策が進み，順調に減少している。
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「今後の窒素酸化物対策について」
検討スケジュール

大気環境の状況
過去のＮＯｘ対策
今後のスケジュール説明

シミュレーションモデル，
排出量算定方法の検討

窒素酸化物排出量の算
定（現況）

平成２２年度 平成２３年度以降

現況再現シミュレーション
の実施

目標年度排出量の設定

目標年度シミュレーション
の実施，結果報告

大気保全対策の施
策の検討


